つながりのある地域交流のあり方\n―公民館活動における促進者の意識変革に着目して― by 江藤 明美
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      表 1 2018 年度Ｋ地区公民館運営事業（活動報告書より筆者作成）  












夏休み企画  体験授業  




と 一 緒 に 遊 ぼ う
（4/26・参加者 31 名）  
①夏野菜植え  




（7/31・参加者 50 名） 
①米作り  
（バケツ苗）  
（3 年生）  
 ②七夕飾りを作ろ
う  
（6/28・参加者 29 名）  
②親子クッキング  
（公民館）  







（2 年生）  
 ③親子ふれあい広
場  
（7/26・参加者 44 名）  
③冬野菜植え  
（9/26・参加者 43 名） 













 ④地 域 の 方 と 触
れ合おう。昔の遊
び（竹馬、コマ回
し他）（1 年生）  
 ⑤りんりんのお姉
さんと遊ぼう  
（11/23・参加者 24 名） 
  ⑤あられ煎り  
（3 年生）  







（1/24・参加者 35 名）  
⑥ありがとうの会  
（2/27・.参加者 51 名） 
  
 ⑧幼児食の話  
（2/28・参加者 39 名）  
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市民社会をとりもどすために「<私たちの>場所」が不可欠であると主張する 7）。  
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広がり、第１回の「キッズフラワースクール教室」が定員の 14 名で開催された。  
参加者の構成は、幼稚園年長組１名、１年生 6 名、2 年生 2 名、4 年生 3 名、5 年生 2 名

























 写真 1 フラワーキッズスクールの一コマ 
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2.3 世代をつなぐ公民館活動 























































 一 「市民と一体となって」市民参加の満足のいく事業を展開すること。  
 二 「誰でも、いつでも参加できる」という前提条件を忘れないこと。  
 三 参加市民一人ひとりの顔が見える運営をめざすこと。  
 四 「前例がない」と言う事をむしろプラスととらえること。  
五 常にポジティブな考えを持ち、市民参加や現場のリーダーに提案をしていくこと。  
 六 「まわりが気づかないこと」をキャッチするアンテナを持ち、受信して実行すること。  
 七 地域住民と対話して、「一歩先」のニーズをつかむこと。  
 八 人と人をつなぎ、地域とのつながり、広がりを意識すること。  
 九 手間ひまを惜しまずに共に苦しみ、共に楽しみ、共につくり上げること。  


























































  （アクセス日 2019 年 9 月 29 日） 
（2）青森家庭教育支援事業 あおもり親楽プログラム参照 www.pref.aomori.lg.jp 
  （アクセス日 2019 年 9 月 29 日） 
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